







































　マルセル・ラルーは彼女の本において、32.5× 1 m25あり 1 枚の巻物と





　PT 1 を構成する 5 つのテキストを通じて制作年代とともにその性格を
調査してみる。

































一切仏語心品』（Q776）の刊記（313a 7 - 8 ）と『聖解深密経疏』（Q5517）




















そしてペルヤンが活動した 8 世紀末から 9 世紀初中盤の間のチベット王で
ある、ティソンデツェンを含む、ティデソンツェン、そしてティツクデツェ
ンのうちの一人の王を指す用語が「dpallhabtsanpo」だという点がわか
る。これを通じてこの写本の成立年代をおおよそ 8 世紀末から 9 世紀初中
盤のいずれかの時だと限定することができるだろう。
（ 3 ）三番目の祈願文











2 ） 4 行詩句で始まる菩薩行に関する祈願文






帰依処、依止処、保護者とならんことを。（ 5 - 5 - 8 - 9 ）
この功徳によりあらゆるものを見通し認識するこの（=ブッダ）状態が成
就し、過失の賊が退き［すべての衆生が］老いと病と死の荒々しい波が逆




祈願が成就せんことを。”（ 9 - 9 - 9 - 9 ）16
　大乗の菩薩の祈願と関連した内容を韻文の形式で吟じている。PT 1 の
3 種の祈願文と 4 番目のテキストの差異について言及しようと思う。



































PT 1 を考察した。PT 1 はチベット王の安寧と一切衆生が無上正等正覚を
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Religious Manual and Pelliot Tibétain 116
CHA Sangyeob 
 Inthispaper,PelliotTibétain116islistedasacollectionofthefollowing
literature:Thevows of Samantabhadra,TheDiamond Sutra, Grub mtha',and
theCollection of Chan masters’ teachings.ThisarrangementofPelliotTibétain
116isnotaccidental,butiswrittenwithreligiousceremoniesinmind.Firstof







these twoaspectsof theDiamond Sutrāwererelated.Third, in theGrub 
mtha’ofPelliotTibétain116,theeffectofthelTa ba'i khyad parisconsidered.
Perhaps the introductionof theChineseChan thoughtcouldhaveresulted
fromtherecitingoftheGrub mtha'atreligiousceremonies.Finally,theChan
masters'teachingcollectionliststhewordsofthepreceptsandthescriptures























「 2 ．PT 1 の制作年代と性格」、「 3 ．PT116と中国の禅師たちの『禅経』」、
「 4 ．結語」の四つの部分から成っている。 2 と 3 の関係は、一見、分か



































































































































































（ 賢 者，mkhanpo）、 ケ パ（ 智 者，mkhaspa）、 ゲ シ ェ ー（dge
bshes）などのチベット僧侶たちに『梵網経』の流布に関する質問を
した事があるが、彼らは一様に宗教儀式などで使われた時を見たこと
がないと返事をした。チベット大蔵経の中に存在する『梵網経』が実
際にチベットの宗教儀式で流通したのかについて、その痕跡は現時点
では見つけることができなかったという点を明らかにしようと思う。
このような側面で見たならば、『梵網経』の位置づけと役目はごく些
細なものであったと言える。
3 ．チベットでの「開法」では『梵網経』の代わりに『普賢行願』が
使われた理由または意味に関する伊吹敦教授の質問
‒ 305 ‒
→　チベットで『梵網経』が大衆的な支持を受けることができなかっ
たのは、ほぼ確かなことのように見える。中国の禅仏教では菩薩戒を
授与する儀礼である「開法」が中国人を対象とする有用な布教方法と
して使われたが、チベットではシャーンタラクシタの影響下で「［根本］
説一切有部系」が強い影響力を有していたため、チベット内での『梵
網経』の役目は非常に僅かだっただろう。本論文と現在の返答でも明
らかにしているように、僧侶を含むインド仏教徒が『普賢行願』を長
らく宗教儀式の冒頭に行ってきた形跡は、提示した資料を通じて、そ
して現在挙行されている宗教儀式を通じて確認することができる。こ
れを通じて、摩訶衍を含む中国仏教徒の『梵網経』と連携した「開法」
よりは、チベット人を対象にした布教戦略には、すでになじみ深くも
より大衆的な『普賢行願』を土台として、「大乗菩薩戒」ではなく「大
乗菩薩行」を全面に出す方式として使用されたはずである。
4 ．敦煌写本以外の文献と資料からこのような儀礼が実際に行われて
いたという証拠を提示する必要性に関する伊吹敦教授の質問
→　前に略述したように『普賢行願』はほぼすべてのチベットの宗教
儀式の始まりを告げる重要な文献であり、現在でもその儀式が試演さ
れているという点は重要な内容と言える。同時に『普賢行願』と『金
剛経』などの連写と関連する内容が宗教儀式マニュアルで実際に行わ
れていたという証拠を探すために、チベットの歴史と文化に関する資
料を現在調査している最中である。
　おわりに、本稿の主題に関する伊吹敦教授の温かな激励と細やかな思い
やり、そしてお優しいコメントに改めてこの場を借りて感謝の意をお伝え
したい。
